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概要

本プロジェクトは、クラウドファンディングにより、手術で人工肛門を作った方（オストメイト）
が、自己管理の方法（ストーマセルフケア）を習得する際に活用できる、体験学習型のVRトレーニ
ングアプリの開発を目指します。

背景

厚生労働省の報告によると、医療的な処置によって肛門が切除されたり機能しなくなっ
た場合に、排泄物を体外へ排出するために作られる人工的な肛門であるストーマの保有
者は国内で20万人を超えており、宮崎県内には約2,000人いると推定されています。ス
トーマを利用するオストメイトは、術後まもなくからストーマセルフケアを習得する必
要がありますますが、術後から退院までの短期間でセルフケアを学習する機会は限られ
ているため、多くのオストメイトは不安を抱えて自宅での実践に移ります。

そこで、外科医・看護師・オストメイト・地元企業・宮崎県で立ち上げたチーム
「OSTrain-VR project」は、先輩オストメイトが行う習熟したストーマセルフケアと
WOCナースが行う指導的なストーマケアを患者が「いつでも」、「どこでも」、「何
度でも」繰り返し体験学習できるVRトレーニングアプリの開発に着手しました。このア
プリは、オストメイトのセルフケアサポートだけでなく、患者の家族や身近でサポート
する方、医療従事者、医療を学ぶ学生などがオストメイト目線の体験をするためにも役
立つと考えられています。

プロジェクトの成果・効果

2024年11月、VRコンテンツを搭載
したヘッドセットの贈呈式を行い、
宮崎県介護福祉会様および日本オス
トミー協会宮崎県支部に贈呈さえて
いただきました。

今後は、大学発ベンチャー企業の設
立も視野に入れながら、国内外のオ
ストメイトの皆さんに寄り添い、同
じ悩みを持つ患者さんがより安心し
た生活を送ることができるようにな
ることが期待されます。

クラウドファンディング結果

映像制作費用やVRヘッドセット購入費用などを
集めるため、目標金額を4,000,000円に設定し
たクラウドファンディングを実施しました。そ
の結果、121名からの支援を受け、寄付総額
4,496,000円で目標金額を達成しました。


